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＜R6年度 実証運行の概要＞

熊本地域公共交通計画の一部改定について 交通企画課 資料 ２

令和7年(2025年)3月末まで(予定)

※開始日未定

＜10時～16時頃／1日6便程度＞

※運賃無料

使用車両

最高時速:35km/h（自動運転時）

定員：15名（運転手除く）

ルート

○ まずはレベル２にて自動運転バスを実証運行し、安全性や一般交通への影響、社会受容性を確認

○ 今後のレベル4実装に向けた検証や機運醸成を行う

車両外観

車内モニター

＜今後の展開（イメージ）＞

R6（2024）年度 R7（2025）～R8（2026）年度 R9（2027）年度～

社会実験フェーズ 実装・展開フェーズ

レベル2 レベル2継続～レベル4検証 左記の継続～レベル4実装

実施

内容

○安全性・社会受容性の確認

○機運の醸成

○レベル2検証を継続しながら、レベル4検証へのステップアップ

○他ルート（バス路線等）への展開

※詳細はR6実施状況を踏まえ検討

計画 ○計画改定（R8.4）に合わせた見直し ⇒ 計画に基づき事業実施
○地域公共交通計画への位置付け

（一部改定）

＜目的＞

持続可能な公共交通網を形成するために必要な取組として、国の補助事業を活用しながら計画的に自動運転導入を推進していくため、「新技術の活用（自動運

転の導入検討）」の熊本地域公共交通計画への位置付けを諮るもの。
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＜計画位置づけイメージ＞

【R6年度中】
①計画目標３に行政の役割
として「新技術の活用検
討」を追加

②施策の基本的な考え方と
して「新技術を活用した移
動手段の検討」を追加

③事業として「自動運転技
術の導入検討」を追加

【R7年度～】次期計画改定（ R8.4 ）に合わせた見直し

(６) 新技術を活用した移動手段の検討
● 自動運転技術の導入検討

行政の役割として「新技術の活用検討」
を追加

(7)

熊本地域公共交通計画の一部改定について



＜計画改定案＞

第６章：計画目標３

事業（23）:自動運転技術の導入検討

新技術を活用した移動手段の検討

さらに、昨今の深刻な運転士不足など大きな課題がある中、公共交通
の維持・確保等に向けた行政支援のあり方についても、既存の枠組みに
囚われない支援や新技術の活用などを検討することも重要です。

自動運転技術の導入検討

熊本地震以降深刻化している運転士不足への対応や、老年人口が増加傾向に
ある超高齢社会への対応、公共交通の利用促進を図ることを目的に、新技術
（自動運転技術）を活用することで、移動手段の確保やマイカーから公共交通
への転換を図るものです。
本市においては、まずは自動運転を目指した運転支援レベル２のバスから実

証実験を開始し、システムによる監視となる自動運転レベル４の社会実装に向
けた検証を進めることで、自動運転技術を活用した地域公共交通の維持・確保
につなげていきます。

（６）新技術を活用した
移動手段の検討

○昨今の深刻な運転士不
足への対応や移動手段
の確保、公共交通の利
用促進など地域公共交
通が抱える課題解決に
向けて、自動運転等の
新技術を活用した移動
手段の検討に取り組み
ます。

（７）ベストミックスの
構築

○地域特性に応じて

第7章：施策展開の基本的な考え方 第7章：目標を達成するための事業
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熊本地域公共交通計画の一部改定について

～
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